
■
桂
川
町
地
域
防
災
計
画
を
策
定

　
「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」
の
連
携

　
桂
川
町
で
は
、
平
成
27
年
３
月
に
「
桂

川
町
地
域
防
災
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
、「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」

が
連
携
し
、
防
災
機
関
、
住
民
、
事
業
者

が
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
基
本
的
な
考
え

方
と
し
て
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
連
携
を
推
進
す
る
た
め
、
自
分
で

で
き
る
防
災
対
策
を
行
い
（
自
助
）、
地

域
や
近
隣
の
人
々
と
互
い
に
協
力
し
な
が

ら
防
災
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
（
共
助
）

が
大
切
で
す
。

■
浮
き
彫
り
と
な
る
「
公
助
の
限
界
」

　
防
災
に
お
い
て
は
、
自
分
の
身
は
自
分

で
守
る
「
自
助
」、
周
り
の
人
た
ち
と
助

け
合
う
「
共
助
」、
行
政
や
防
災
機
関
に

よ
る
公
的
支
援
で
あ
る
「
公
助
」
の
３
つ

が
重
要
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
災

害
対
策
は
「
公
助
」
が
中
心
で
し
た
。

　
し
か
し
、「
公
助
」
に
は
限
界
が
あ
り

ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
や
阪
神
・
淡
路
大
震
災

の
よ
う
な
大
規
模
災
害
に
な
る
と
、
行
政

が
す
べ
て
の
被
災
者
を
迅
速
に
支
援
す
る

こ
と
が
難
し
く
、
ま
た
、
行
政
自
身
が
被

災
し
て
機
能
が
麻
痺
し
て
し
ま
う
場
合
が

あ
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。

災害への備えに
「防災総合ガイドブック」を活用！

自助

共助公助

防災力
強化

▲防災総合ガイドブックは、役場総
務課（２階）や町内各施設で配布。
ホームページでも閲覧可能。

■
「
防
災
総
合
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
で

　

日
ご
ろ
か
ら
で
き
る
備
え
を

　

５
月
下
旬
に
各
戸
配
布
さ
れ
た
「
防
災

総
合
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
に
は
、
重
要
性
が

高
ま
り
つ
つ
あ
る
「
自
助
」「
共
助
」
の

具
体
的
な
内
容
を
中
心
に
、
日
ご
ろ
か
ら

で
き
る
備
え
に
つ
い
て
の
情
報
が
、
数
多

く
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
参
考
に
、
災
害

時
の
持
出
品
の
準
備
や
対
応
な
ど
を
家
族

で
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
巻
末
の
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
は
、
洪
水
や
土
砂
災
害
の
危
険

性
が
あ
る
場
所
を
地
図
上
に
図
示
し
た
も

の
で
、
住
ん
で
い
る
地
域
が
ど
の
よ
う
な

被
害
が
起
き
る
可
能
性
が
高
い
か
を
予
め

確
認
で
き
る
ほ
か
、
避
難
所
や
避
難
時
の

ポ
イ
ン
ト
な
ど
、
災
害
時
に
役
立
つ
情
報

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▲３つのバランスの取れた取り組みが
防災力強化につながります。

「防災総合ガイドブック」は、災害に関する基本的な情報から、事前の対策、災
害発生時の対応について網羅したものです。忘れた頃にやってくる災害に備え、
防災総合ガイドブックを使って改めて防災について見直してみませんか。

▲ハザードマップは、避難の際に携
帯しやすいよう、雨風の中でも使用
できる紙で作られています。

災
害
に
備
え
る
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